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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所

事業報告書
委員会名:
人財育成委員会

委員長名:
山崎嘉平太

事業名:

2014年度ホームページ作成

文書名:

2014年度ホームページ作成ス報1

文書作成者:
小森葉子

作成日:

平成26年10月3日

室長確認日:
平成25年10月 7日





【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
私たち、一般社団法人長岡青年会議所（以下　長岡JC）が活動を通じて郷土長岡の明るい未来を築きあげるためには、多くの市民の参加と関係団体との協働が必要であると考えます。そのために、情報発信力を強化し、長岡JCの活動に対する理解を深めていただくことが求められております。
2. 事業目的(対外)
長岡JCの活動を閲覧頂くことで、より多くの市民や関係団体の方に活動を理解し賛同していただきます。郷土長岡の発展の為に長岡JC活動に多くの方が参加していただけるよう広く分かりやすく伝える事を目的とします。
3. 事業目的(対内)
　人財育成委員会が目的意識を持ち他委員会の事業活動を学ぶと共にJC活動に率先して参画させていただきホームページの取材、更新に関わることで、長岡JCメンバーとより一層強い絆を構築させていただくと共にメンバー同士の情報共有ツールとなることを目的とします。
4. 事業の対象者

(1)対外対象者:長岡市民、関係団体
(2)対内対象者:長岡JCメンバー


【事業概要】

1. 実施日時

(1)実施日:
平成26年1月1日(水)～平成26年12月31日(水)
(2)実施時間:

　　　　　　なし
(3)設営時間:

　　　　　　なし
2. 実施会場

なし
3. 参加員数結果報告並びに参加推進計画検証

(1)対外対象者

長岡市民、関係団体
(2)対内対象者

長岡JCメンバー
(3)参加推進方法についての検証

長岡JCホームページの新着情報、活動予定、ブログの記事について各委員会にご協力頂き運営してまいります。特に、新入会員を中心とした他委員会への取材をさせていただくことでJC活動を学んでいただき、人財育成に役立ててまいります。
4. 外部協力者(協力種別)
株式会社　BELL SOFT（作成・保守・管理）
5. 引用著作物の有無

　　無
6. 実施組織

(1)役割分担表

	総括
	山崎嘉平太委員長

	総括補佐
	渡部総一郎副委員長、杉本良輔副委員長

	チーフ
	小森葉子

	サブチーフ
	委員会メンバー、2014年度 新入会員

	取材班
	委員会メンバー、2014年度 新入会員

	総務広報委員会担当
	田村一貴、2014年度 新入会員

	青少年育成委員会担当
	野上将司、2014年度 新入会員

	灯籠委員会担当
	佐藤英次、竹田 義将、2014年度 新入会員

	おまつり委員会担当
	丸山 裕、信賀悟士、2014年度 新入会員

	まちづくり委員会担当
	渡辺誠之会計幹事、2014年度 新入会員

	経営心学委員会担当
	渡邉辰太郎、平沢 晃、2014年度 新入会員

	長岡の未来特別委員会担当
	渡邉雄也、2014年度 新入会員

	人財育成委員会担当
	諸橋和彦運営幹事、2014年度 新入会員

	スタッフ・LOM全体
	西山和里、2014年度 新入会員

	クラブ活動
	竹中進介、吉原章一、2014年度 新入会員

	調整班
	諸橋和彦運営幹事、小森葉子


（使用資料）HP取材のルール・HPアップまでの流れ


（使用資料）HPの取材及びアップ時のコンプライアンス審査


（使用資料）2014年度例会・事業取材予定表


（使用資料）2014取材スケジュール


7. 事業目的達成の検証

(1)事業目的に達した点
① 【ホームページの作成】

これまでのホームページをベースに、デザイン性や利便性を見直して作成、トップ画面をスライド方式にすることにより、同時期に事業が重なった場合でも、効率的にホームページでのPRができるようになりました。
（参考資料）　2014年度HPレイアウト

（参考資料）　2014年ホームページ作成収支決算書
（使用資料）　2014HP運営予算に関する資料　　　　　　

②【ブログ取材】

・14年度入会の新入会員が中心となり、事業、例会の取材を行うことでJC活動への理解認識が深まり、既存メンバーとの絆を構築することができました。
③ 【アクセス数の増加】
　　・2014年1月現在、長岡青年会議所のHPを支持し「いいね」をしてくれた人は85人でありましたが、2014年9月末現在、172人と増やすことが出来ました。「いいね」を増やせたことがブログへのアクセス、HPの閲覧数に繋がったと思います。
・ブログのアクセス数が全体的に昨年を上回ることができました。要因として事業、例会などを取材した後、できるだけ早く遅くても3日以内にはアップすることを徹底していたからだと思われます。また、他委員会からの積極的な投稿依頼があったのも一つと考えられます。
・アクセス数の増加から、より多くの市民や関係団体の方に活動を理解し賛同していただけた事と思います。また、長岡JC活動に多くの方が参加していただけるよう広く分かりやすく伝える事ができたと考えます。
（使用資料）2014年度ブログアクセス数
2014年度ホームページアクセス数



 HYPERLINK "使用資料/2013年度　ブログアクセス数.xlsx" 

2013年度ブログアクセス数



 HYPERLINK "使用資料/2013長岡JCHPアクセス数.xlsx" 

2013年度ホームページアクセス数

 
2012年度からの2014年9月30日までのブログアクセス数の比較（1月～9月）
（使用資料）2012年～2014年9月30日現　取材回数比較
2012年度　取材回数：468回（年間）
2012年度9月までの合計
	閲覧回数（ＰＶ）
	訪問者数（ＵＵ）

	pc pv
	mobile pv
	 smartphone_pv
	PV合計
	pc uu
	mobile uu
	 smartphone_uu
	UU合計

	28,486
	7,984
	13,170
	49,640
	8,741
	1,411
	2,614
	12,766


2013年度  取材回数：254回（年間）
2013年度9月までの合計
	閲覧回数（ＰＶ）
	訪問者数（ＵＵ）

	pc pv
	mobile pv
	 smartphone_pv
	PV合計
	pc uu
	mobile uu
	 smartphone_uu
	UU合計

	14,144
	3,288
	12,037
	29,469
	5,957
	492
	2,868
	9,317


2014年度　9月30日現在　取材回数：220回（9月30日現）
2014年度9月までの合計
	閲覧回数（ＰＶ）
	訪問者数（ＵＵ）

	pc pv
	mobile pv
	smartphone_pv
	PV合計
	pc uu
	mobile uu
	smartphone_uu
	UU合計

	22,379
	292
	38,573
	61,244
	8,329
	113
	11,209
	19,651


(2)事業目的に達しなかった点

① 新入会員を中心に取材を行い、既存メンバーには各委員会の担当を付けたが、既存メンバーの取材意識が薄く、新入会員、委員会スタッフ、チーフのみでの取材が多いように感じました。既存メンバーにも周知徹底すべきでした。
② あらかじめ、予定されている事業、例会に関しては、スケジュールを組み易いところもありますが、突発的に発生した行事等の取材に対応が出来ないこともありました。
 ③ 出向しているメンバーの事業など、ブログや発信が少し足りなかったと感じております。取材が出来なかった場合は出向メンバーに写真や記事を送って頂けるように徹底することが必要でありました。

 ④ 総務広報委員会と協力しSNSを駆使し対外的な発信を心掛けましたが、まだまだ足りなかった部分があったと感じております。もっとお互いが勉強し、積極的に発信することでアクセス数の増加が見込めたのではないかと感じております。

8.　実施上の問題点
(1)予算上の問題点　
なし
(2)運営上の問題点
① 運営管理がうまく行かず、一部において予定通り取材できない案件がありました。
（使用資料）2014年度取材スケジュール

　【対策】
　 担当者が取材できない場合は各委員会との連携を活かし対応することが必要であります。

② 総務広報委員会との連携が少し弱く、対外的な発信に関して少し弱かったと感じております。

　【対策】

　 SNSを駆使した発信は全て総務広報に任せるだけでなく人財育成委員会としてもしっかりと勉強することが必要です。各委員会がしっかりと歩み寄り協力することが大切です。
③ 取材班や各委員会から小森チーフに記事が遅くなることがあり、リアルタイムに欠けてしまった部分がありました。

　【対策】
　 各委員会メンバー、取材班に関してもっと細かく記事や写真の配信について説明するべきでありました。各委員会においてもHPの担当者を付けることが必要だと感じました。
④ ブログの写真や内容に関して閲覧者から見て伝わりづらい文脈になることがありました。

　【対策】

   しっかりとメンバーで確認をしてブログを作成することが必要であります。文章は短めにその写真について分かりやすく訳さずにコメントを記すことが大切です。

(3)その他の問題点

なし
9.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項

公益目的事業２３項目該当番号・内容、及び理由

   公益目的事業には、該当しない。
10.　次年度への引継事項
① 取材スケジュールは予定を組んでいても突発的に入って来るLOMの予定もありますので、チーフを中心に対応できる仕組み作りをする必要があります。
② ブログの更新に関して、取材をした翌日にはアップできるような体制を組んでおいたほうが良いと思われます。時間が経つと閲覧していただくタイミングを逃す可能性があります。
③ ホームページにある活動予定、報告の存在を知らないメンバーが多いと感じました。事業や例会のPRをホームページでするのであれば、理事会承認後すぐにアップできるように、原稿のフォーマットを作成し各委員会に周知した方が良いと考えられます。

④ 現在パソコン対応のみホームページになっています。スマートフォンでも閲覧できるように対応した方が、アクセス数の増加も考えられます。

⑤ ホームページ作成に関して、デザインにかかる費用を抑え、さらに利便性を追求する必要があると考えられます。

⑥ ホームページ作成、管理において、さらなる利便性や発信力を強化するためにも、現役メンバーに依頼することも必要かと思われます。
⑦ より一層HPを向上させる為に、中間報告なども検討する必要があると感じました。

⑧ 今後、より一層、対外的に発信して行くために長岡青年会議所HPを支持してくれる人を増やすことが必要であると思います。FB等での「いいね」、シェアなども効果的に活用することが対外的発信に繋がると感じております。

11.　決算総額

(1)  金600,000円
(2)  2014HP運営予算に関する資料
12.　委員長所見
昨年、佐田理事長からHPの運営を託されました。私自身、PCやFBなど不得意な分野でありまして長岡青年会議所のHPもどのように運営されているのか良く分からないという状態でありました。日々、どのように運営していくのか、色々なメンバーに御指導いただき、小森チーフと打ち合わせを繰り返す毎日でありました。しかし私よりも人財育成委員会メンバー、そして新入会員の方が詳しく一生懸命、ブログの更新や運営に関わっていただけました。佐田理事長からこの長岡青年会議所のHPを通じて新入会員やメンバーに学んでいただきたいということで事業や例会、ブロック事業などにも出向き取材させていただきました。私はこのHP運営が新入会員やメンバーの勉強の為には非常に適しているツールだと感じさせていただけたとともに佐田理事長の想いが途中から理解することができました。新入会員は入会からすぐに取材の役目があることから責任を感じ取材しブログを更新して参りました。取材したメンバーは次のメンバーに教え、そして次に繋いでいくことで非常にやりがいがある事業であり、お陰で長岡青年会議所を始めとする他の事業等もしっかりと学べたと感じております。私が一番HP運営において勉強させていただけましたとともに、LOM内でもっとSNSに関して勉強し発信することが重要であるとも感じております。いつも取材をしてくれている新入会員、メンバーに「感謝」するとともにここまでいつもしっかりとブログや運営の中心となって活動してくれている小森チーフに「感謝」いたします。残り数ヶ月となりましたが12月末までしっかりと長岡青年会議所活動を外部に分かりやすく発信するとともにメンバー同士の情報共有ツールとなることを目指し活動してまいる所存でございます。




【使用資料一覧】
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⑤  2014年度ブログアクセス数
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⑧　2013年度ホームページアクセス数
⑨　2012年～2014年9月30日現　取材回数比較
⑩　2014年度取材スケジュール
(2)参考資料
①  2014年HPレイアウト案
②　2014年ホームページ作成収支予算書
③　2014年ホームページ作成収支決算書
④　2011年～2014年8月PV,UU,検索キーワード比較


上程スケジュール

第16回委員会


平成26年10月2日

第30回(拡大)スタッフ会議
平成26年10月15日



【前回までの流れ(意見と対応)】
6

